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＜病棟連絡事項＞
・Bユニット清潔区域の隣にパソコン1台移動しました。点滴交換や処置を実施の際には、都度必ず受診オーダーチェックを行ってから処置を実施下さい。
・来週より八戸学院大学の学生1名実習開始となります。受け持ち患者様は小泉　裕子様を予定しています。
・管理日誌の勤務者名の４列目のタイトルが、「コメディカル・その他」へ変更となっています。

＜患者様連絡事項＞
・市澤　ミツヱ様～主治医より入院１ヶ月を目途に、腰痛圧迫骨折の経過をみるため整形外科の受診を家族へ依頼するよう指示あり。整形の経過次第で退院を進めて行く。
・中島　智恵子様～本日Maチューブ交換予定日であったが、身体状態への負担等鑑み、11/23(月)へ実施日を変更する。
＜部屋移動＞
・中村　瑠理子様～２週間、発熱など感冒様症状なし。A.O.M、主治医へ確認し、隔絶対応解除とし、東病棟Ａユニット9号室からＡユニット16号室へ移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。本日より6：00～20:00の開放観察開始となる。深夜帯にて既にペットボトル1/3飲水している。朝食後も飲水要求頻回にあり都度介入要している。表情の硬さあるが、妄想発言は無い。昼食後体重68.6kg(朝より+2.7kg)。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。朝食前に上半身脱衣し衣類を便器に詰め込んでおり介入要している。以降自室にて臥床して過ごしており、開放観察中もホールへ出て来ず。自傷行為や奇声上げる事はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。胃痛訴えあり各食拒食。服薬の拒否は無い。冷凍した嗜好品摂取している。要求あるが、過度となる事は無い。自傷行為や危険行為無く、スタッフ対応穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・中村　留理子様～本日で2週間の隔絶対応終了となる。隔絶対応中、発熱等の体調変化無し。
・藤井　崇史様～特定スタッフに関する被害妄想著明。表情硬いが粗暴行為等の問題行動は無い。
・中村　春雄様～昨日深夜帯より不穏となり、他室侵入や他患者様への過干渉見られていたが、本日起床後より他患者様への干渉見られるも過度とならず不穏・興奮無し。

・平栗　城志様～バイタルサイン異常無し。ルームエアー下で酸素飽和度98%。呼吸器症状も無い。自発的発語あり指示動作も可能。点滴トラブル無く施行中。
・中島　智恵子様～深夜帯で微熱ありクーリング施行していたが10:00検温時、体温35.9℃の為クーリング中止している。14:00検温時には体温36.6℃。その後も熱発無し。頻脈・頻呼吸(努力呼吸)持続。酸素4L施行下で酸素飽和度96～97％の為、13:00より流量3Lに減量。その後は酸素飽和度95%前後で経過。
・袴田　ハナヱ様～バイタルサイン異常無いが、各食摂取量は数口。尿量も減少している事から船場Dr指示にて本日より点滴3本/日開始となる。点滴トラブル無く施行中。
＜安ヶ平Dr.診察＞
・藤井　崇史様～胃痛が一日通してある事から来週の定期よりレバミピド（100）2T
朝、夕食後で処方追加となる。他の定期は前回同様。本日も苛々があったとのことだが、その際は継続指示を使用していく。
・和田　昌様～夜は眠れないと訴えある。本人は就床前薬を早めに服用したがる

傾向にある為、本来の時間に服用し経過を見ていく。定期処方は前回

同様。
・河原木　泰志様～特変なし。定期処方は前回同様。
・寺地　徳和様は転移性肝臓がんに肺炎を併発し状態が悪化。
昨夜22：30に死亡確認、退院となっている。
